
［年度］平成 20 年度和歌山県農林水産総合技術センター研究成果情報 

［成果情報名］ 県内河川で放流される主なアユ種苗の冷水病耐性 

 

［要約］放流用として県外から導入された冷水病耐性種苗と、従来から県内で放流されて

いる主な種苗３系統の計４系統を用い、冷水病感染試験によるへい死率を比較したところ、

本県海産を親魚として生産されている人工種苗と耐性種苗のへい死率に有意差はなく、冷

水病耐性に相違は認められなかった。 
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［背景・ねらい］ 

近年、アユ種苗は系統により冷水病によるへい死率に差があることが報告されており、

本県においても平成 20 年より冷水病耐性種苗が県外から導入され、放流されている。しか

し、その冷水病耐性を県内で放流されている他の種苗と比較した例はない。そこで、これ

らの種苗を用いて冷水病感染試験を行い、へい死率によって耐性を比較した。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．Ａ：和歌山県産海産、Ｂ：他県ダム湖産由来人工 F2、Ｃ：本県産海産由来人工 F2、Ｄ：

他県産人工耐性種苗の４系統の種苗を用い、各系統を別々の水槽に収容する分離飼育と

同一の水槽に収容する混合飼育による感染試験を行った。(図１、２) 

２．累積死亡率は分離飼育、混合飼育ともＢ＞Ｃ＞Ｄ＞Ａで、海産Ａと有意差がみられた

のはＢのみであった。したがって冷水病耐性については、ＡとＢでは相違があるが、Ａ

とＣ、Ｄ間、ＢとＣ、Ｄ間には相違はみられないといえる。(図３、４)。 

 

［成果の活用面・留意点］  

冷水病被害の軽減、また健全な生態系を維持するためにも和歌山県産海産を放流するの

が最も望ましいが、海産がほとんど採捕されない現状では人工種苗を放流せざるをえない。

放流種苗としては、ダム下流では再生産を考慮しなければならないので、地場産アユの遺

伝子を受継ぎ、また耐性種苗と同等の冷水病耐性を持つ本県海産由来人工種苗が望ましい。

ダム上流では再生産を考慮する必要はないが、他県から種苗を導入するのは新たな病気を

持込む可能性を考えると極力避けるべきである。 
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図１ 分離飼育による感染試験 図２ 混合飼育による感染試験 

図３ 分離飼育によるへい死率の推移 

図４ 混合飼育によるへい死率の推移 
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